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はじめに『諸国翁墳記』は、芭蕉の没後全国各地に次々と建立されてきた、芭蕉の墓碑や句碑をリスト形式でまとめた本である。芭蕉は元禄七年（一六九四） 、大阪御堂筋の貸座敷でその生涯を
終えたが、そ 後弟子たちによって、現在の岐阜県にある義仲寺に葬られ、墓 作られた。その後、芭蕉を供養したくとも義仲寺に参拝することが困難な人の めの参り墓が各地に建立され、やがてそれが時代とともに性質を変え、句碑として建立されるようになった。
時とともに碑が増えれば、リストである『諸国翁墳記』に載せる
べき内容も、当然増えることとなる。そのため、内容の多寡に差のある『諸国翁墳記』がいくつも存在す のだが、これまで、碑個々については研究があっても、 『諸国翁墳記』についての研究は ほとんどなされてこなかった。
二〇一二年、私は修士論文において、 『諸国翁墳記』について一
定の見解を述べた。その際用いた『諸国翁墳記』は十四種類であっ
たが、その後、広島県の田坂英俊氏が、それよりも多くの『諸国翁墳記』の情報を持っているという話を聞き 田坂氏がまとめる本の出版を待って れを参考に研究を続けることにした。
今、田坂氏の著書『 『諸国翁墳記』―翻刻と検討―』を得ること
ができ、それによると田坂氏は、五十二種類という、私の研究の根拠とした数の四倍程度もの『諸国翁墳記』の情報をお持ちで、もちろん同じもの（情報源が同じで 同一の『諸国翁墳記』であるもの）もあるが、この情報を参考にすることによって、私の研究もさらに細かいところまで目を向けることが可能 なった。加えて、早稲田大学 古典籍総合データベースにも、三種類の『諸国の画像がアップロードされ 合わせて六十一種類の『諸国翁墳記』から検討をすることができるようになった。
今回の論文では、この本の抱えるさまざまな問題 うち、諸本の
出版年代について、主に取り上げ 。
田坂氏の著書では、 『諸国翁墳記』の各諸本に関して、 「文化頃」
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「天保頃」など、大まかな出版年代が推定されているが、その中には、 『諸国翁墳記』の内容と矛盾のあるものが少なからずある。 『諸国翁墳記』は碑のリストであるので、碑 建立年と本の内容を比較・検証することで、ある程度年代を絞ることが可能であり、また、増補が進むという は 前後は にしろ、新しい碑ほど後ろに配列されているはずである。そういったこと ヒントに、諸本の成立年代につい 、これから考察をして く。
なお、私も田坂氏も、 『諸国翁墳記』に載っている碑に通し番号
をそれぞれ独自 振っているが 本研究では、私の振った番号を使用している。田坂氏の通し番号との対応や、各碑の具体的な建立年などは、逐次添付の表
1をご参照願いたい。
一、丁付けのない丁について
田坂氏の持つ『諸国翁墳記』の情報と、私の持つ情報、早稲田大
学の古典籍総合データベースからの三冊分を合せると、六十一冊分の情報となった。これらを、碑がどこまで載って るかによって配列するのだが、そのためには、まず移動する丁の存在につ て 解決しなければなら い。『諸国翁墳記』には、丁付けのない頁が二種類存在し、版によって、異なる位置に綴じられて る事がある。私は便宜上、それらをEX1（蓬莱塚、他を含むも ） 、EX2（時雨塚 白菊塚、翁碑、他を含むもの）と名づけること し それらを、田坂氏 作成した
移動の一覧に則って、再編集した。以下がその一覧である。
※
1　
……
　
 丁の裏部分に
EX1
オが刷られている。丁の表部分には他
の碑が刷られていることもある。
この表からまず見て取れるのは、ほとんどの場合において、その版の
最末丁
６２丁目
６１丁目
の前
５１丁目
の前
４７丁目
の後
４７丁目
４７丁目
の前
ＥＸ２ 田坂版３２
ＥＸ２ 田坂版３３
ＥＸ２ 田坂版３４
５３版坂田２ＸＥ１※　オ１ＸＥ
６３版坂田２ＸＥ１※　オ１ＸＥ
）７３版坂田（Ａ丁５５藤齊２ＸＥ１※　オ１ＸＥ
）８３版坂田（Ｂ丁５５藤齊２ＸＥ１※　オ１ＸＥ
Ｃ丁５５藤齊２ＸＥオ１ＸＥ
９３版坂田２ＸＥオ１ＸＥ
ＥＸ１ ＥＸ２ 齊藤５６丁（田坂版４０）
ＥＸ１ ＥＸ２ 齊藤５８丁Ａ
ＥＸ２ ＥＸ１ 齊藤５８丁Ｂ（田坂版４１）
ＥＸ２ ＥＸ１ 田坂版４２
ＥＸ１ ＥＸ２ 田坂版４３
ＥＸ２ ＥＸ１ 田坂版４４
ＥＸ１ ＥＸ２ 田坂版４５
ＥＸ１ ＥＸ２ 田坂版４６
ＥＸ２ ＥＸ１ 田坂版４７
）９４版坂田（Ａ丁２６藤齊２ＸＥ１ＸＥ
ＥＸ２ ＥＸ１ 齊藤６２丁Ｂ（田坂版４８）
）０５版坂田（Ｃ丁２６藤齊２ＸＥ１ＸＥ
１５版坂田２ＸＥ１ＸＥ
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EX2が四十七丁目として扱われていることである。 『諸国翁墳記』には、丁付けに「四十六」とある丁と、 「四十八」とある丁はあるが、 「四十七」と付されているものはない。しかし、その位置が欠落している版はなく、いずれの版も、EX2、もしくは
EX1
が、
四十六丁目と四十八丁目の間に入っている（表は田坂版
32からだが、
田坂版
1～
31は四十七丁目まで至っていない） 。そして、EX1
が
入っているのは齊藤の研究にお る六十二丁本B（田坂版
48）のみ
で、そのほかはすべてEX2が入ってい 。つまり、六十二 本Bの例は編集上のミスであり EX2が四十七丁目として 当時から扱われていたと考えることができ 。このことは、EX2の丁に載っている碑の建立年と、 に載っている碑の建立年とを見比べても、矛盾しない。
続いてEX1であるが、EX2が初出する田坂版
32と、それに続
く田坂版
33、
34の三冊では、EX1の姿は見られない。EX1の内
容が初出するのは田坂版
35以降で、それも田坂版
39までは表部分の
み、EX1
として蓬莱塚と碑名なしの碑（ 「からかさに～」の句の
もの。通し番号
901）が表裏で揃うのが五十六丁本（田坂版
40）
からである。
田坂氏はその著書のなかで、
混乱は、版㊳㊴などで最末に置かれていた蓬莱塚の記事が、丁付けがなかったために、版㊵で前の方にまぎれ込み、それが同
様に丁付けを欠く四十七丁目の前後をさまよい、版㊽では「藪つばき塚」の丁にまで乱れを及ぼした末に、版㊾でようやく定位置に戻って落ち着いた、というわけである。

（田坂英俊『 『諸国翁墳記』―翻刻と検討―』一三八頁）
として、六十二丁目がEX1の本来の位置であるとしている。私自身は、田坂版
51と
52を実際に目にすることができていないが、いず
れもどうやら「六十二」と丁付けされた丁はなく、また、六十三丁目には丁付けがあるようで、EX1が実際には六十二丁目であるということには納得でき 。つまり、最初は蓬莱塚の記事だけだったが、半丁丸々使った大きな記事だったので、最初はとりあえず最末に置いておき、田坂版
39から五十六丁本の間のタイミングで、それ
の裏とする記事を付けることができたものの、丁付けを付けなかったために、後世の編集者が同じく丁付けのなかったEX2と同列の扱いをして四十七丁目付近 配していたが、 丁本Bから六十二丁本Cへのタイミングで、EX1の場所が見直され、六十二 目という位置を得た、ということであろう。
よって、本研究では、EX2を四十七丁目、EX1を六十二丁目
として扱うこととする。 かし 実際に六十二丁目に配されたEX1の記事内容が、実際にはもっ 早 タイミングで載っていたつまり、EX1の二つの碑の建立年が、そのまま六二 付近の碑の年代としては扱えない いうことには留意 必要がある。
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さて、以上のように結論を得ることができたが、それでもこの結
論に対して問題のあるものが存在する。早稲田大学の古典籍総合データベースで公開されている『諸国翁墳記』三種（二十二丁のもの、二十八丁のもの、四十七丁のもの。仮に、それぞれ早稲田
A、B、
Cとする）のうち、四十七丁 もの（早稲田C）である。先程の一覧表から分かるとおり、EX1の表が初出するのが田坂版
35（五十
二丁）で、EX1の裏が初出するのが五十六丁のも である。つまりこの早稲田Cは四 七 と、EX1 表が初出す 版 丁数よりも少ないにもかかわらず、EX1の表も裏も揃っ である。
しかしこの件に関しては、一定の考察をすることができる。前掲
の一覧表における※
1に当たるが、EX1
表の内容（蓬莱塚・
900）が、丁の裏に刷られているものがいくつか存在する。これは、蓬莱塚が、半丁ま まる使用する大型の記事であり、既に表部分に それを載せるためのスペースがなかったため、裏部分に載せたということであろう。このとき、蓬莱塚の版木は、本来 に当たる部分、もしくは半丁分の版木で作成さ たはずである。なぜなら、裏に当たる部分に彫られていたら、901の碑の情報が後世載せられなかったからである。しかし、この早稲田Cは、900の蓬莱塚が表に、901の碑が裏に印刷さ る そ 丁 位置は四十六丁目の後ろであり、その次の丁はEX2であ 。
以上のことから考えられるのが、早稲田Cはもともと四十七丁の
本ではなく、もっと丁数 多い本であり それ 仮綴じ 本であ
るがゆえに、後ろの部分が欠けてしまい、その後に外表紙が付けられたという可能性である。つまりこの本は、四十七丁という丁数から出版年代を推測するのではなく、内容から推定する必要があるのである。
その裏づけとなるのが、七丁表に刻まれている、バツ印である。
齊藤五十六丁（田坂版
40）では、020の霜夜塚の句のところは黒
くなっているだけだが、齊藤五十八丁Aでは、その部分にバツ印が刻まれている。もちろん、齊藤五十六丁以前に このバツ印は刻れていない。そしてこの早稲田Cには、このバツ印がある である。これは紛れもなく、この早稲田C よりもあとに出版されたという証拠となるだろう。
（齊藤五十六丁・七丁表部分） （国文学研究資料館ホームページより）
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（齊藤五十八丁A・七丁表部分）
（早稲田C・七丁表部分） （古典籍総合データベースより）
このバツ印の例と、EX2の直前にEX1が来ていることを合わ
せて考えると、EX1とEX2が並んで綴じられていた時期、つまり、前掲の一覧表における齊藤五十八丁
A
から田坂版
47（六十一
丁）の周辺時期に出版されたものと見るのが自然である。
二、田坂氏の類推の矛盾
さて、丁付けがなく移動していた丁の問題に、ひとまずの結論を
置いたところで、それぞれ 版でどこまでの碑が載っているかを一覧にすると、表
2のような順序になる。
田坂氏は、出版年代について、 「初版の刊行年次は塚碑建立の年
次より類推した」 して、 「○○頃」と時代を設定している。また、田坂版
26には文政九年（一八二六） 、田坂版
31には天保五年（一八
三四）の書入れがあり、この 冊については、それぞれ出版年が特定できるとしている。しかし、実際に表
1と見比べてみると分かる
のだが、それら 類推や特定と矛盾するものや、明らかに周囲の記事とかけ離れた建立年を持つ碑が、 くつか見られる。
具体的には以下の通り。なお、ここでの建立 に関しては 『芭
蕉塚蒐』 （田中昭三・近代文藝社、以下『蒐』 ）と『石に刻まれた芭蕉』 （弘中孝・智書房 以下『石』 ）を参考にした。★
　
～十三丁本（田坂版
1）まで
　　　
007
　
枯野塚
　　
 （一七七三） 『蒐』による。 『石』では一七〇四推定。
　　　
013
　
時雨塚
　　
（一七六四） 『蒐』 石
　　
018
　
無盡塚
　　
（一七七〇） 『蒐』 『石』による。
　　
021
　
雪見塚
　　
（一七九二） 『石』による。
　　
022
　
一夜塚
　　
（一八〇〇） 『石』による。
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029
　
蓑塚
　　　
（一八二七） 『蒐』 『石』による。
　　
043
　
雪見塚
　　
（一八五 ） 『蒐』 『石』による。
　　
061
　
蔦塚
　　　
 （一七六六） 『蒐』による。 では一七六一。
　　　
063
　
蓑塚
　　　
（一七八六） 『蒐』 石
　　
071
　
翁塚
　　
（一七九三） 『蒐』による。
★
　
～田坂版
2まで
　　　
076
　
翁塚
　　　
（一七八〇） 『石』による。
★
　
～田坂版
8まで
　　　
101
　
かんこ鳥塚（一八一五） 『蒐』 『石』による。
　　
112
　
百景塚
　　
 （一八一七） 『蒐』による。 』では文化年間。
　　　
119
　
五月塚
　　
（一八五六） 『石』による。
　　
122
　
梅見塚
　　
 （一九三一） 『蒐』による。 『石』では一九一九。
　　　
129
　
古池塚
　　
（一八二七） 『蒐』 石
★
　
～田坂版
16まで
　　　
156
　
月夜塚
　　
（一八四七） 『石』による。
　　
160
　
碑名なし
　（一八六一） 『蒐』 『石』による。
　　　
198
　
雪塚
　　　
（一八一六） 『石』による。
★
　
～田坂版
26（文政九年）まで
　　　
279
　
翁塚
　　　
（一八一八～一八二九） 『石』による。
　　
282
　
翁塚
　　
（一九七〇） 『蒐』 『石』による。
　　
283
　
はせを
　（一八三五） 『石』による。
★
　
～田坂版
30まで
　　　
293
　
碑名なし
　（一八三〇） 『蒐』 『石』による。
　　
295
　
碑名なし
　（一八四三） 『石』による。
★
　
～田坂版
31（天保五年）まで
　　　
なし
★
　
～田坂版
34まで
　　　
319
　
翁塚
　　　
（一八六〇） 『蒐』 『石』による。
　　
327
　
扇塚
　　
 （一八五三） 『蒐』による。 『石』では嘉永年間。
★
　
～田坂版
36まで
　　　
344
　
翁塚
　　　
（一八四八～一八五三） 『石』による。
　　
348
　
碑名なし
　（一八五 ） 『蒐』 『石』による。
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351
　
碑名なし
　（一八六七） 『蒐』 『石』による。
★
　
～田坂版
39まで
　　　
366
　
雲萑塚
　　
（一八六〇） 『蒐』 『石』による。
★
　
～田坂版
45まで
　　　
371
　
田植塚
　　
（一八七三） 『蒐』 『石』による。
　　
376
　
碑名なし
　（一八六〇） 『石』による。
★
　
～六十二丁本A（田坂版
49）まで
　　　
390
　
芭蕉塚
　　
 （一八六九） 『蒐』による。 石』では一八六七。
　　　
400
　
櫻塚
　　　
（一八六四） 『蒐』 石
以上の三十四の記事で、田坂氏の類推と碑の建立年代が矛盾する
が、これらの碑の建立年とされている情報が、必ずしも正しいわけではない。中には『蒐』や『石』に誤りがあると考えられるものもあるので、ひとつずつ具体的に見ていく。三、 十三丁本（田坂版
1）まで
・007
　
枯野塚（一七七三）について
この安永二年（一七七三）という情報は、 『蒐』に基づくもので、
『石』では宝永元年（一七〇四）と推定している。なぜここまで離れているのかと言うと、 『蒐』における田中昭三氏の次のような推定があるからである。
　
枯
　
野
　
塚
（馬ほく／＼我を繪に見る枯野かな）
①
　
安永初年＝安永二年（一七七三）
②
　
井上元翠建立
④
　
行橋市大橋三丁目
　　
安楽寺
⑤
　
 宝永初年と推定されているが
　
碑面に「馬ほく／＼我を繪
に見る枯野かな」の句があり
　
大火で表面が欠け落ちたと
されてい
　
しかし
　
芭蕉の三十三回忌までは
　
句が刻ま
れることはなかったのであるから
　
事実とはいえない
　
宝
永初年ではなく
　
安永初年の誤りであろう

（田中昭三『芭蕉塚蒐
　
Ⅵ』九三頁）
つまり田中氏は、宝永初年と推定されていることを知りながら、
碑に「芭蕉の三十三回忌までは句が刻まれることはなかった」ということを根拠に、 「安」と「宝」の文字の間違いの可能性を挙げ、一七七三年としたのである。
芭蕉の碑は、はじめ、墓であった。本廟（001）は滋賀大津の
F40040
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義仲寺にあるが、そこに参拝することができない人々が、それぞれの俳壇で芭蕉ゆかりの品を埋めるなどして、参り墓を作った。が芭蕉碑の始まりである。 のことは、 『諸国翁墳記』という書名からも見て取れる。墓 で、そこに句の存在は必要なく、事実、建立年の古いものについては、句ではなく「芭蕉翁」や「○○塚」と彫られているものが多く、句が刻まれているも はほとんど無い。しかし後年になってく と、俳壇のもとに建てられる碑にその俳壇の象徴としての意味合い 生まれてくる。それ 時代ともに大きくなり、生前の芭蕉を知る がほとんどいなくなると、墓としての要素はほとんど薄れ、句 として建立されるよう なのである。
一七二七年（三三回忌）まで・・・・九基
墓碑・九
　　
句碑・なし
一七四三年（五〇回忌）まで・・・・二三基
墓碑・八
　　
句碑・一五
一七六三年（七〇回忌）まで・・・・三〇基
墓碑・五
　　
句碑・二五
一七七三年（八〇回忌）まで・・・・二九基
墓碑・四
　　
句碑・二五
一七九三年（一〇〇回忌）まで・・・七 基
墓碑・五
　　
句碑・六五
　
一八一三年（一二〇回忌）まで・・・五二基

墓碑・四
　　
句碑・四八
　
一八四三年（ 五〇回忌）まで・・・七六基

墓碑・一
　　
句碑・七五
　
それ以降・・・・・・・・・・・・・四五基

墓碑・なし
　
句碑・四五
この一覧は、碑に句が刻まれているもの（句碑）と刻まれていな
いもの（墓碑）に区別して、その数をまとめたものである。私の昨年度の研究段階での数なので、今回 研究において新たに建立年に変化の可能性が生じたものに関 はまだ更新して ないが、おおよそこのような数字の推移となっている。見て分かるように、はじめは墓碑中心だったものが、時代が進むにつれて句碑中心になっていくのである。
句碑としての最初は、愛知県名古屋市南区笠寺町上新町にある笠
覆寺の千鳥塚（050）であり、これ 享保十四年（一七二九）なので、それよりも前に句が刻まれた碑があるのは確か おかしい（ここで言う千鳥塚は、森川昭氏や加藤定彦氏がその研究において問題視した千鳥塚〈愛知県名古屋市緑区鳴海町 三王山〉とは の碑である） 。しかし、 『石』 この碑 写真を見てみると、そこに句の姿は確認できず、 『蒐』でも、 「大火 表面が欠け落ちた されている」と、句の存在を伝聞でしか確認できていない。 しかに『諸
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国翁墳記』のこの碑の記事のところには、 「馬ほく／＼我を絵に見る枯野哉」と句があることになっているが、実際に碑に句がなくとも、 『諸国翁墳記』に句の情報が載 る例 他にもあるので（002
、
006
、
022
、
040
、
042
、
058
、
074
、
100） 、大火で欠け落ちた件そのものが誤りであり、もともと句が存在していなかったと考える が妥当かと思われる。
そもそも、建立者である井上元翠は、一六九八年の内容を持つ其
角の『西華坊梟日記』六月二日の記事に「 日、元翠亭に たる。此おのこは、おかしきおのこにて、人に面をかざらねば、心又物にかゝはらず」とあり、宝永三年（一七〇六）刊、孤耕庵魯九編『春鹿集』にも、 「豊前
　
大橋
　
元翠亭」と記述があるので、元翠はこ
のころの人物と考えられる。これは『石』の推定の時代とは合致するが、 『蒐 の年代とは異なるので、これは『蒐』 建立年推定が誤りであり、 『石』 推定で ものの、一七〇四年 いう説を取りたい。そうすれば、この部分では矛盾はなくなる。・013
　
時雨塚（一七六四）について
『蒐』も『石』も、建立年が一七六四年と共通しており、またこの年は、田坂氏の類推（宝暦頃）から外れてはいるものの この年は宝暦から明和に切り替わる年にあたる で、碑の建立年自体に問題はないと考えられる。
・018
　
無盡塚（一七七〇）について
この碑についても、 『蒐』と『石』両方が明和七年（一七七〇）
建立としている。また、 『蒐』によるとこの碑は、表に「芭蕉翁」 、陰に「明和七庚寅彼岸日文蓮琴峰」と刻まれており、明和七庚寅＝一七七〇年に建立されたことが分かる。よって、田坂氏の類推である宝暦頃からは外れるが、この碑の建立年としては 一七七〇年で正しいとせざるを得ない。・021
　
雪見塚（一七九二）について
この碑は『蒐』には載っておらず、 『石』の掲載である。よって
建立年の情報も『石』頼りとな のだが、 『日本 文学碑
　
2　
近
世の文人たち』 （日外アソシエーツ・二〇〇八年）でも寛政四 （一七九二） としており、他に手がかりが見つからなかったためひとまず一七九二年建立で正しいとする。・022
　
一夜塚（一八〇〇）について
この碑も
021
同様、 『蒐』には載っていない。というのも、
『蒐』は全ての芭蕉碑を網羅しているというわけではなく、特に西日本の碑には洩れも多いからである。 はいえ、021同様に『日本の文学碑
　
2　
近世の文人たち』にも載っており、寛政十二年
（一八〇〇）の建立としている。また、 『石』によるとこの碑を建てたのは雪山巨海という神光寺の第二十五代住職であった人物であり、
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享保十六年（一七三一）に生まれ、文化四年（一八〇七）に亡くなっている。
22世月峰和尚の代、延享元年（1744年）
8月、風難のために
山門が倒壊し、さらに同暦
2年（1745年）
12月には火災が発生
し、本堂、庫裡禅堂など一切を焼失してしまいました。寛延元年（1748年） 、庫裡が落成しました。
25世雪山和尚の代、寛政
5年（1793年）
10月、本堂が再建落
成し、さらに廊下、土蔵等の建築が終わり、享和
3年（1803
年）開山堂が落成しています。即ち現在の堂宇は総てこれであります。
（ホームページ「大社町の曹洞宗の寺院」より）
　　
　
（
http://w
w
w
.goennet.ne.jp/~
hohri/soutou/index.htm
）
この記述を見るに、神光寺の住職であった期間と、碑の建立年は
おおよそ一致する。二十四代目の人物が住職をやっていた期間が不明なので、詳しくは分からないが、既に寛政五年（一七九三）には雪山が住職だったので、それ以前に碑が建てられていた可能性もないわけでは い。しか 、他に年代を示す資料が見つかっ ないことを鑑みて、本研究では、現時点に於いて、この碑の建立は一八〇〇年であるとしたい。
・029
　
蓑塚
　（一八二七）について
これは、 『蒐』 『石』ともに、文政十年（一八二七）の建立として
いる。というのも、碑陰に「文政十年丁亥冬十月十二日」と刻まれているからである。しかし、まだ序盤のこの部分にしては、年代が離れすぎている。そこで調べてみると、南嶺庵梅至の『奥羽の日記』という書物に、蓑塚に関する記述があった。
約速の花に迎をまち請て
　　　　　　　　　　　
好雪
　　
十四日新潟に入善導寺の廣庭に祖翁の簑塚を拝す
　　
塚の名を千本仰く桜かな
　　
江西坊に逢ふ
香に寄れは菴は真白な華盛　　
江西返し
訪主しは嬉し隠家の花に鳥
　　　　　　　　　　
江西
　　
宇岡亭に遊ふ
鳥安し華に一夜の旅こゝろ
（大阪女子大学山崎文庫蔵『奥羽の日記』十六丁オ）（大谷篤蔵「翻刻
 奥羽の日記」より）
　　　　　
 　
『蒐』によるとこの
029
の蓑塚は、大正六年（一九一七）九月
に善導寺から、現在碑のある宗現寺に移建されたそうなので、それ
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までは善導寺にあったと考えられ、 『奥羽の日記』の記事と場所が一致する。この記事は宝暦五年（一七五五）三月 内容であり、『奥羽の日記』の記述が虚偽か誤りで無い限り、少なくとも一七五五年三月には、この場所に「簑塚」と呼ばれる碑があったことになる。つまり、陰に「文政十年」と刻まれている現在の蓑塚は、再建碑である可能性が高い。 『諸国翁墳記』に載っている蓑塚は、一七五五年以前に建立されたものとして考えるべきであろう。・043
　
雪見塚（一八五八）について
この碑も『蒐』 『石』ともに、安政五年（一八五八）の建立とし
ているが、029
以上に、他の碑と比べて時代が離れすぎている。
また、 『石』で碑の写真を見る限り、比較的新しい碑であるようだ。そこで、この碑に関しては再建の可能性が非常 高い。
　
いさゝらハ雪見にころふ所まて
　
はせを
　
陰
　　　
三世自在庵
　
祗德述佳園口義書／安政五年建立
①
　
安政五年（一八五八）
②
　
三世自在庵祗德建立
③
　
真蹟
④
　
墨田区向島五‐四‐四
　　　
天台宗寶壽山遍照院長命寺
⑤
　
 境内に俳人祗空の再興した芭蕉庵があった
　
祗空＝稻津氏
　
初号青流
　
号石霜庵・竹尊者・阿桑門・空閑人・菩提庵・有
無庵
　
大坂の人
　
早く和泉堺に住む
　
元禄十四年江戸に移り
　
其角に学ぶ
　
正徳元年（一七一一）隅田川のほとり庵崎に有
無庵を結ぶ
　
正徳四年（一七 四）箱根早雲寺 宗祗墓前で
薙髪し祗空と改号した
　
享保十六年（一七三一）箱根に石霜
庵を結び
　
享保十八年（一七三三）四月二十三日その地に没
七十一歳
　
門人墓を早雲寺に建て「清流洞三幽祗空居士」と
刻む
　
祗德＝初め慈尺または字石と号し
　
水光（洞） ・湖南
（亭） ・自在庵と称した
　
江戸の生まれ
　
蔵前の札差
　
祗空晩
年の門人
　
宝暦四年（一七五四）没五十三歳
（田中昭三『芭蕉塚蒐
　
Ⅲ』一三～一四頁）
（③の内容はネット公開版のみで、書籍版には無い）
この『蒐』の記事では、一八五八年に祇德が碑を建立したことに
なっているが、その祇德は「宝暦四年（一七五四）没五十三歳」と、碑が作られる百年以上前に亡くなっていることになる。これはどう考えてもおかしく、加えて、 『諸国翁塚記』では碑を建てたのは祗庸ということになっているのだ。そこで次に、 『広茗荷集』を見てみる。
F13023
─ 62 ─
　　　
（ 『広茗荷集』 （ 『関東俳諧叢書第二五巻』三四八頁） ）
　　　
（ 『広茗荷集』 （ 『関東俳諧叢書第二五巻』三六六頁） ）
左の画像は、 『関東俳諧叢書第二五巻』の『広茗荷集』より雪見
墳（ 『諸国翁墳記』では雪見塚）の記事（三四八頁）と、その注
15
（三六六頁）である。これらによると、 「雪見墳」と呼ばれるものは
既に「宝暦二二甲戌年孟冬」 （一七五四年）に祗德の門人である祗庸によって建てられており、洒竹本（東大図書館洒竹文庫蔵『茗荷図会』 ）では別の碑（再建碑）に変わっているというのである。つまり、 『諸国翁墳記』の雪見塚は、祗庸が一七五四年に建てたもであると判断することができるのだ。・061
　
蔦塚
　（一七六六）について
この明和三年（一七六六）という建立年の情報は『蒐』によるも
ので、 『石』では宝暦十一年（一七六一）となっ こちらの説をとれば、一応田坂氏の示すところの「宝暦頃」に収まる。 の五年間の差は 蒐 の記述を見れば解決する。
⑤
　
 咄々房委遁が木曾滞在中の宝暦十一年（一七六一）に棧に木碑を建立した
　
その後江戸で病没した
　
五年後に木曾福
島の巴笑が委遁の遺志をくんで石碑を建立した
　
その後溪
間に埋没したので山村良喬公が新碑を文政十二年（一八二九）に再建した
　
しかし程なくこの碑を発見したが
　
既に
新碑があるので
　
やむえず自邸に移した
　
明治十五年（一
八八二）に現在地に移す
（田中昭三『芭蕉塚蒐
　
Ⅳ』一二七頁）
つまり、一七六一年に木碑が建立され、五年後の一七六六年に石
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碑が建立されたのである。 『諸国翁墳記』がどちらを参照して記事にしたかは定かではないが、一七六一年には、木碑とはいえ碑が存在してい ことに変わり ので、本研究では、この の建立は一七六一年であるとする。・063
　
蓑塚
　（一七八六）について
『蒐』 『石』ともに、天明六年（一七八六）の建立としている。
『蒐』には「京の甫尺が翁の蓑毛を埋めて建立」とあり、 『石』には「京の甫尺が翁の蓑毛を当地に持参それを埋めて建立」と、内容が一致しているので、これについては正しいと判断するべきだろう。甫尺は、竹内千代子氏の「玄化堂甫尺（書肆吉田九郎右衛門） 俳諧活動」によると、文化元年（一八〇四）四月一七日 没しているので、その年代から考えてもおかしいことはない。・071
　
翁塚
　（一七九三） 『蒐』による。
この碑は、 『石』では年代未詳とされており、 『日本の文学碑
　
2　
近世の文人たち』でも建立年には触れていないが、 『蒐』では、碑陰に「寛政癸丑五年十月百回忌」とあるとし 寛政五 九三）の建立であるとしている（ 『蒐』も『石』も『日本 文学碑
　
2　
近世の文人たち』も、この碑の隣に立っている反古塚に関して
は、再建ではあるもの 、一七九三年建立として一致し る） 。しかし この碑の建立者として『諸国翁墳記』に載っている鳥酔が
まとめた書物『芭蕉翁墓碑』には、この碑の由来が載っている。
壬生山来由記
摂州天王寺坂の上寺町壬生山浄春禅寺は従二位家隆卿文館の旧地也（中略）一隅に芭蕉翁の古碑あり其色琅玕其奇形天成かたはらに芭蕉一株を植て覆ふ今に至て此碑の施主をしらす香花の手向さへ絶ぬと山主の歎を聞て幸今般浪花客次の詞友合信して爾来は同門中施主たるへきことを約し侍る当寺おゐて年々十月十二日追福俳諧無怠慢興行可致候（中略）宝暦六丙子九月十二日
　　　　　　
落霞窓
　
鳥酔
（ 『芭蕉翁墓碑』 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
（翻刻は『関東俳諧叢書
　
第二二巻五色墨編③』 （関東
俳諧叢書刊行会・青裳堂書店・二〇〇一年）による）
この記述より、碑を建てた人物は鳥酔ではないけれども、碑を発
見し（恐らく）整備したのは鳥酔であり、また、少なくとも碑が宝暦六年（一七五六 には存在していたことが分かる。また、鳥酔は明和六年（一七六九）に六九歳で没しており、これも、碑が一七九三年建立だとする『蒐』の記述に矛盾する。
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よって、ここでは、 『諸国翁墳記』の
071「翁塚」は一七五六
年以前の建立であるとし、現在ある碑陰に「寛政癸丑五年十月百回忌」と刻まれているという碑は、別碑か再建碑の可能性が高いという結論を出すことにす 。
さて、ここまで十三丁本（田坂版
1）までの、建立年に矛盾を持
つ十基の碑について具体的に見てきたが、まとめると、次のようになる。矢印 下が、新たに齊藤 得た結論である。
007
　
枯野塚（一七七三）
　
→
　（一七〇四）
013
　
時雨塚（一七六四）
　
→
　（一七六四）
018
　
無盡塚（一七七〇）
　
→
　（一七七〇）
021
　
雪見塚（一七九二）
　
→
　（一七九二）
022
　
一夜塚（一八〇〇）
　
→
　（一八〇〇）
029
　
蓑塚
　
  （一八二七）
　
→
　（一七五五以前
043
　
雪見塚（ 八五八）
　
→
　（一七五四）
061
　
蔦塚
　
  （一七六六）
　
→
　（一七六一）
063
　
蓑塚
　
  （一七八六）
　
→
　（一七八六）
071
　
翁塚
　
  （一七九三）
　
→
　（一七五六以前
いくつかの碑において、大きな矛盾は取り除けたものの、それで
も十三丁本の成立を「宝暦頃」とする田坂氏の記述とは矛盾が生じる。ここまでの範囲で最も新しい碑は、一八〇〇年建立の一夜塚なので、十三丁本は一八〇〇年以以降に出版されたと見るべきである。
また、私の修士論文『諸国翁墳記研究』において『諸国翁墳記』
の初版に関して考察したことがあるが、その時には、序盤の所在地ごと 配列と、板の彫り方から判断して、059の翁塚までは初版なのではないか 判断した（表１参照） 。その中に
022
の一夜塚
も含まれているので、 『諸国翁墳記』の序文に宝暦十一年（一七六一）とあるにも関わらず 初版の出版も一八〇〇年以降ということになる。ただし、客観的に見て、三十九年の開きがあるのはやや不自然であ ので、今後、各碑 ついてさらに研究を深めたい。
続いて田坂版
2までについてだが、ここまでの範囲で田坂氏の類
推（明和頃）と矛盾するのは076の翁塚（一七八〇年建立） みであり、先ほどの十三丁本が一八〇〇年以降 出版ということになれば、自然とこの碑も年代的に矛盾し くなる。四、田坂版
8まで
田坂氏は、田坂版
3が安永頃、田坂版
4から
8までが天明頃の出
版と類推している。安永年間は一七七二年から一七八〇年までであり、田坂版
3までに、年代の矛盾する碑はないので、田坂版
8まで
の碑で矛盾しているものを具体的に見ていく。・101
　
かんこ鳥塚（一八一五）について
この碑は、 『蒐』によると「文化十二乙亥七月十二日日原連中再
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立石」と刻まれているとされており、 『石』にも「日原連中
　
再建」
とあるので、再建碑であ 判断できる。もともとあった碑がいつ建立されたかは不明だが、文化十二年（一八一五）に再建されたということは、それ以前に既に碑があったはずである。明和九年（一七七二）に出 『かんこ鳥塚』という書物が存在するようだが、未見のため関連は不明である。・112
　
百景塚（一八一七）について
『石』では「文化年間」と広く時代をとっているが、 『蒐』では、一度「文化年間」としたあと、文化十四年（一八一七）としている。これの根拠については不明だが、今の ころ、これ以外 具体的に示している資料が見つかっていな ため、文化十四年と判断するよりほかない。しかし、周囲の碑の建立年を見渡してみても、 の碑だけやや時代が離れている印象が否めない。文化年間の前半であればま 分かるのだ 、本論文の「二、田坂氏の類推の矛盾」 挙げた碑以外で、文化元年（ 八〇四）までに建立された碑は、235の師走塚まで存在していない。よってここ 、ひとまず一八一七年としておくが、保留扱いとし、今後さらに研究を進めて きたい。・119
　
五月塚（一八五六）について
この碑に関して、 『蒐』では年代に言及しておらず、安政三年
（一八五六）というのは『石』での情報だが、再建である旨も記さ
れているうえに、建立者は小西利兵衛となっており、 『諸国翁墳記』の建立者欄にある知昻と異なる。知昻という人物に関しては、篁雨編の『北越奥羽紀行』 「十五日
　
良夜ハ知昻子のもとの俳筵に遊
ひて
　
仙台の露なめて見んけふの月」と記述があり、この書物は安
永六年（一七七七）についての紀行文なので、この時に知昻が何歳であったかは不明だが、再建される前の碑はおおよそその年代の碑である可能性が高い。・122
　
梅見塚（一九三一）について
昭和六年（一九三一）というのは『蒐』の記述によるもので、
『石』と『日本の文学碑
　
2　
近世の文人たち』では、大正八年
（一九一九）となっている。しかし、いずれにせよ時代があまりにも離れすぎており、これらは再建碑、もしくは別碑である可能性が高い。・129
　
古池塚
　（一八二七）
この碑は『蒐』 『石』ともに文政十年（一八二七）の建立として
おり、建立者はそれぞれ「臥林庵蘭室」 、 「臥林庵社中」となっている。臥林庵蘭室は、文政十年の『千蛙集全』という作品の作者とされており、建立者の時代と碑の時代は確かに一致して る。 『蒐』には「現在「はせを翁」が陰になっている
　
昭和三十年（一九五
五）火災後移建のとき逆にしたらし 」 、 『石』には「昭和三十年火
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災後移建の際「はせを翁」が陰となる」とあり（これらにおける「陰」とは、碑の裏面という意味である） 、移建というキーワードが気になるが、貞真寺は確かに昭和三十年、山門を残すのみの大火事になっており、もともと貞真寺 あったこの碑が、敷地内 別 場所に移されたという意味の移建である可能性が高い。しかし、112
の百景塚と同じく、周囲の碑の建立年と大きな開きがあり、
また、後述の「五、田坂版
26（文政九年）まで」の内容も鑑みて、
保留扱いとすることにする。
これらをまとめると、次のようになる。101
　
かんこ鳥塚（一八一五）
　
→
　（不明）
112
　
百景塚
　　
（一八一七）
　
→
　（一八一七？）
119
　
五月塚
　　
（一八五六）
　
→
　（一七七七周辺）
122
　
梅見塚
　　
（一九三一）
　
→
　（不明）
129
　
古池塚
　　
（一八二七）
　
→
　（一八二七？）
五、田坂版
26（文政九年）まで
ここまでの調査で、129の古池塚のように、文政九年（一八二
六）よりも後の建立と考えることが出来る碑が出てきたが、田坂版
26によって、それがおかしいことが分かる。なぜならば、田坂氏に
よると、田坂版
26には「此記当所此地に翁塚建立につき、文政九年
冬十二月義仲寺閑斎宗匠より送り給ふもの也。柊垣舎布蝉」と書き
込みがあるというのである。布蝉は津田布蝉と考えられ、寛政六年（一七九四）～安政六年（一八五九）の人物であり、また、閑斎も文政三年ごろから義仲寺の無名庵の庵主となっており、ともに年代に矛盾が生じない。よって、本研究では、この書き込みを信用するものとし、田坂版
26は文政九年（一八二六）の出版であり、それ以
後の建立年を持つ碑を時代の矛盾するものとして以下に挙げた。また、田坂氏は田坂版
9～
16を寛政頃の成立とし、それにそぐわない
碑も一緒に挙げている。・156
　
月夜塚（一八四七）について
この碑に関しては、私がこれまで句碑について調べてきたうえで
のミスであることが分かった。これまで私は、 『諸国翁墳記』 この月夜塚を、秋田県山本郡二ッ井町にある「しはらくは花の上な月夜かな」の碑だと考えてい が、その後の調査で、それではなく秋田県能代市萩 台にある碑であることが分かり、そちらの建立年は『石』によると天明五年（一七八五）とのことな 、それであれば矛盾は発生しない。・160
　
碑名なし（一八六一）について
石屋が割ろうとした際の五つの穴が碑面に残されている 珍しい
碑である。 『蒐』 『石』両方が文久元年（一八六一）の建立 しているが、前述のとおり一八二六年よりもあ 碑がここに載っている
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のはおかしく、また時代も他の碑と離れすぎている。よって、再建碑である可能性が考えられるが、残念ながらそれを裏付ける資料は見つかっていない。 『蒐』 『石』ともに宝幢寺から明治八年（一八七五）に移建されたと う旨が書か ているので、おそらく移建前の宝幢寺で、再 があったものと考えられる。・198
　
雪塚（一八一六）について
『蒐』は年代に言及していないが、 『石』では文化十三年（一八一六）とされている。建立者は『諸国翁墳記』では「可舟」 、 『石』では「歓和坊可舟」 。徳島県立文書館に 、 『見おさめ笠』と う追悼句集が収められてい 、その作者は「長門吟社歓和坊」となっており、この本の出版が文化十三年（一八一六）なので、ちょうどその活動時期が重なるので、歓和坊はたしかにこのころ 人物である考えられる。よって、周囲の碑から 十七～十八年ほど時代に差があるものの、ひとまずこの情報を正し ものとして扱う。・279
　
翁塚（一八一八～一八二九）について
この碑も『蒐』では建立年に触れておらず、 『石』で「文政年間
（一八一八～一八二九）としているのみである。田坂版
26が文政九
年までなので、この碑の建立時期が文政年間で正しいのであるならば、一八一八年～一八二六年と、若干ながら建立年 特定範囲を狭めることができるとともに、これをもって矛盾の解消とした 。
・282
　
翁塚（一九七〇）について
この碑は昭和に入ってからの建立なので、明らかに別の碑である
と言えるが、どうやらこの碑は、もともと未完成の碑を、昭和に入って子孫が完成させたものであるらしい。有志が作 したホームページに、碑に刻まれていると思われる文が載っているが、その真偽・情報の出所は不明。
此の碑は芭蕉翁が当家に宿りしを記念し曾祖父義利号魚水が建立せんとして碑文の刻のみ未完のまま急逝す。尚碑は当時発行の江州粟津義仲寺板に所載するもの也。今此処に祖の意を継ぎ建之。義盛嫡男巌記。昭和庚戌四十五年文化の日　　　　　　　　　　　　　　
元藤崎氏
　
藤本義盛幹尾
（
http://m
em
bers.jcom
.hom
e.ne.jp/m
ichiko328/fujisaki.htm
l ）
この情報が正しいのであれば、 「当時発行」とあるので、一八二
六年以前に、義仲寺に届け出があったということになる。よって、具体的な建立年こそ不明なものの、建立年の矛盾は解消される。・283
　
はせを塚（一八三五）について
田坂版
26の最終碑がこれであるので、文政九年（一八二六）に出
─ 68 ─
版されたはずの本に天保六年（一八三五）建立のこの碑が載っているのはおかしい。興味深いことにこの碑の建立者は、田坂本
26に書
き込みをした本人と思われる布蝉その人であり、おそらく自分の建てた碑を義仲寺に申請し、そ が載ったできたて 『諸国翁墳記』を入手したのだろう。
相生市教育委員会・相生市文学碑設立協会が発行する、 『文学碑
案内』というパンフレットを見てみると、そこにはこの碑について、「本碑に記年はないが、天保六年その四十二の賀に際してのものである。 」とある。しか 、その根拠は残念ながら示されておらず、一八三五年以外の建立年を示すも は見つ ら かった。よって、これは保留とし、さらに研究を続けていきたい。
これらをまとめると、次のようになる。
156
　
月夜塚
　（一八四七）
　
→
　（一七八五）
160
　
碑名なし（一八六一）
　
→
　（不明）
198
　
雪塚
　　
（一八一六）
　
→
　（一八一八）
279
　
翁塚
　　
 （一八 ～一八二九）
　
→
　（一八一八～一八二六）
282
　
翁塚
　　
（一九七〇）
　
→
　（不明）
283
　
はせを （一八三五）
　
→
　（一八三五？）
六、田坂版
31（天保五年）まで
田坂氏は、田坂版
30までを文政頃の建立と類推しており、田坂版
31は、巻末の書入れにより天保五年（一八三四）と判断している。
それらに矛盾するのは次の二碑のみである。・293
　
碑名なし（一八三〇）について
この碑は『蒐』 『石』ともに天保三年（一八三〇）の建立という
ことで一致しており、他の資料でも、それ以外に特に有益な情報は見つけられなかった。田坂氏は類推 「文政頃」としているのでこの碑が漏れてしまったが、文政年間は一八一八年～一八二九年 、たった一年、類推からずれているだけである。この碑の前三碑（290
の翁塚、291
の翁塚、292
の翁塚）はいずれも文政十
二年（一八二九）の建立であり、時代に大きな開きもない で、この碑は一八三〇年の建立で正しいものとする。・295
　
碑名なし（一八四三）について
これについても、156の月夜塚同様、私の碑 判断ミスである
ことが分かった。これまで私は、この碑を長野県長野市小島 町ある「十六夜もま 更科の郡かな」の句 だと考えていたが、実際は長野県埴科郡坂代町村上網掛の碑であ た。ちなみに、こ 碑は文政十二年（一八二九）の碑で、再建 るが、再 元は115の十六夜塚（一七七四年建立）であり、今は近所の埴科郡坂城町苅
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屋原に建っている。七、それ以降の碑
続いて、これ以降、田坂氏の類推と矛盾する碑を最後まで通して
見ていく。・319
　
翁塚（一八六〇）について
田坂氏は、田坂版
34までが天保頃の出版であると類推しており、
それに矛盾するのがこの319の翁塚と、327の扇塚である。ところがこの319については、またもや私のミスであることが発覚した。これまで、群馬県群馬郡倉淵村三ノ倉にある「裾山や虹はくあとの夕つゝし」 碑だと考え たが 群馬県多野郡鬼石町三波川妹が谷にある碑のほうであること 分かった。この碑 立は、『蒐』では一八四一年、 『石』では「天保年間（一八三〇～一八四三）
　
一八三五年頃か」としており、ここでは、推定である『石』
よりも『蒐』の情報をとって、一八四一年建立であるとしたい。・327
　
扇塚（一八五三）について
『蒐』では「嘉永年間＝嘉永六年（一八五三） 」と推定しており、
『石』では嘉永年間（一八四八～一八五三）としている。しかし、この碑を建てた蟻友は嘉永三年（一八五〇）に没しており これは『蒐』の記述と矛盾する。蟻友が建てたという記録は『諸国翁墳記』
の内容とも一致するので、この碑は少なくとも一八五〇年以前の建立であるこ が分かる。 『石』でも嘉永年間としているので、これらの情報を合わせると、一八四八年～一八五〇年に建 られた碑であることが分か 。・344
　
翁塚（一八四八～一八五三）
田坂氏によると、田坂版
35と田坂版
36は、弘化頃の出版と類推さ
れているが、それには の
344
の翁塚、348
の碑名なしの碑、
351の碑名なしの碑が矛盾する。この碑は『蒐』には載っておらず、 『石』で嘉永年間とされている で、このような形になっている。建立者の情報は『石』にはないので、 『諸国翁墳記』にある建立者と照らし合わせることはできないが、 『石』によると碑面は南無庵五蕉（斎田五蕉）という人物によるもので、寛政十年（一七九八）から明治六年（一八七三）を生きた人物なの 年代的には矛盾しない。よって、この碑は、弘化頃の出版と類推 はいるが もう嘉永の時代にはいっていた可能性が高いという結論を出すことできる。・348
　
碑名なし（一八五八）について
この碑は『蒐』 『石』および『日本の文学碑
　
2　
近世の文人た
ち』や他の参考資料でも、すべて安政五 五八 建立で統一されており、他の情報は見つけられなかった。よって 若干の時代
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のずれは見られるが、この碑は一八五八年建立で正しいものとしたい。
・351
　
碑名なし（一八六七）について
　
この碑も348同様に、 『蒐』 『石』および『日本の文学碑
　
2　
近世の文人たち』や他の参考資料でも、すべて一八六七年建立で統一されており、他の情報は見つけられなかった。建立者の紅碩も、天明三年（一七八三）から明治二年（一八六九）まで生きた人物であるので、時代と矛盾しない。よって、この碑も一八六七年で正しいとしたいのだが、348よりもさ に周りから離 すぎてしまっているので、保留扱いの決定と た・366
　
雲萑塚（一八六〇）について
田坂版
39までが嘉永頃の出版とされてはいるが、344や348
で、既に嘉永・安政の碑が登場してしまっているので、こ 雲萑塚も、それらの説に則れば、そこまで問題とならない。 『蒐』でも『石』でも万延元年（一八六〇）の建立とされており、他に時代を特定できる資料も見つからなかった これは一八六〇年で正しいとしておく。つまり、田坂版
39は、万永元年以降に出版されたと
考えるべきである・371
　
田植塚
　（一八七三）について
田坂版
40から田坂版
45が安政頃の出版と類推されていて、この
371
田植塚と
376
の碑名なしの碑がそれに矛盾するが、既に
366の雲萑塚までで、万永年間まできてしまっているので、これ以降はある程度の矛盾は既に解消されていると言っても過言ではないかもしれない。しかしそれにしても、明治六年（一八七三）というのは、時代が進みすぎている。 『諸国翁墳記』の記述では、建立者欄に晴霞多代女とある これは晴霞庵の市原多代女であり、 『蒐』によると、碑面には「田植冢
　
風流のはしめや奧の田植唄
　
翁句
　
米齡多代女書」とあるようで、多代女が建立に深く関わっていることは間違いない 考えられる。しかし、多代女 慶応元年（一八六五）九月に、九十歳で亡くなっており 田植塚を一八七三年とすると矛盾が生じてしまう。碑面に「米齢多代女書」とあり、 「米齢」は米寿のことと考えられるの 、多代女が八十八歳のとき つまり文久三年（一八六三）の建立ではないかと私は考え そ も一八六三年 文久三年なので、田坂氏 類推 ら 外 て るものの前述のとおり、これまでの検討で既に田坂氏の類推と 外れたものが存在しているので、ここ はこれ 正し るこ にす 。・376
　
碑名なし（一八六〇）について
この碑は『蒐』では年代に触れていないが、 『石』で万延元年
（一八六〇）としている。しかし『石』には「再建」とも書かれており、再建前の碑がいつ建てられたかなど、詳細は一切不明である。
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とはいえ、再建というからには一八六〇年以前ということであり、また、一八六〇年であっても、前述からの年代に矛盾しない。 『諸国翁墳記』のこの記事が、再建前の碑を参照したのか、それとも再建後の碑なのかははっきりしないが、いずれにせよ、田坂氏の類推からは外れるにしろ、一八六〇年と うことで問題はないだろう。・390
　
芭蕉塚
　（一八六九）について
この碑は『蒐』では明治二年（一八六九） 、 『石』では一八六七年
となっている。田坂氏の類推では 390の芭蕉塚 載っている中で最も古い『諸国翁墳記』は安政頃 出版となっている（田坂版
42
には、379の碑名なしの碑までと、900、901、390 三基を搭載。詳しくは表
1を参照） 。つまり、田坂版
42以降にはこの
碑が載っており、一八六九年、もしく 一八六七年以降 出版ということになる。この二年のずれはなぜ起きた か不明だが 『日本の文学碑
　
2　
近世の文人たち』では一八六七年となっており、こ
こではひとまず一八六七年建立とし おく・400
　
櫻塚（一八六四） 『蒐』 『石』による。
『蒐』 『石』ともに元治元年（一八六四）の建立としており、また、他に異説をとなえる資料も発見できなかった。田坂氏の類推とは矛盾しているが、ここまで 検討を踏まえた上では矛盾がなくなるので、この碑も一八六四年の建立で正しいと判断していいだろう。
八、まとめ
ここまで、田坂氏の類推とは矛盾する碑を具体的に見てきたが、
それらをまとめると、
次のようになる（表
2の「本研究での結果」の項も合わせて参照
のこと） 。
田坂版
1～田坂版
2　　
……
　
一八〇〇年以降
　　　　
～田坂版
14　
……
　
享和～文化頃
　　
～田坂版
25　
……
　
文化～文政頃
　　
田坂版
26　
……
　
文政九年
　　
～田坂版
30　
……
　
文政九年～天保五年
　　
田坂版
31　
……
　
天保五年
　　
～田坂版
34　
……
　
天保～嘉永頃
　　
～田坂版
38　
……
　
安政頃
　　
～田坂版
41　
……
　
万永～文久頃
　　
～田坂版
45　
……
　
元治～慶応頃
　　
～田坂版
52　
……
　
慶応～明治頃
『諸国翁墳記』の諸本の多くでは、田坂氏の類推よりも出版時期が遅かったという結論が出た。しかしそれでもやはり、本研究で結論まで至らなかった、保留の碑が気に かる。これらについては今後、より研究を深めると同時に、私のこれまでの研究において年代
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が不明であった碑についても、さらなる研究を続けたい。〔付記〕
本稿は二〇一四年、関西学院大学における平成二十六年度俳文学
会第六十六回全国大会での研究発表を基礎に、田坂英俊氏の研究成果を反映することで成ったも である。ここに田坂氏の長年にわたるご研究に敬意を表するとともに、学会 に於いてご教示をいただいた加藤定彦、小林孔、竹内千代子各先生に感謝申し上げる。参考文献三好学
　　　　　　　　　　　　　
昭和十三年（一九三八）四月
　『学軒集』
　
岩波書店
出口対石
　　　　　　　　　　　　
昭和十八年（一九四三）十月
　『芭蕉塚』
　
長崎書店
伊地知鐡男ほか編
　　　　　　　　
昭和三十二年（一九五七）七月
　『俳諧大辞典』
　
明治書院
高木蒼梧
　　　　　　　　　　　　
昭和三十五年（一九六〇）六月
　『俳諧人名辞典』
　
巌南堂書店
大谷篤蔵
　　　　
昭和四十八年（一九七三）二月
　「翻刻
　
奥羽の日記」
　『女子大文学
　
国文編』第二十四号
　
大阪女子大学国文学科
本山桂川
　　　　　　　　　　　　
昭和四十八年（一九七三）三月
　『芭蕉名碑』
　
彌生書房
田中昭三
　　　　　　　　　　　　
平成三年（一九九一）十二月
　『芭蕉塚蒐［
1］ 』～
6　
近代文藝社
尾形仂ほか編
　　　　　　　　　　
平成七年（一九九五）十月
　『俳文学大辞典』
　
角川書店
加藤定彦・外村展子
　　　　　　
平成十三年（二〇〇 ）十一月
　『関東俳諧叢書第二十二巻
　
五色墨編③』
　
関東俳諧叢書刊行会・
青裳堂書店加藤定彦・外村展子編
　　　　　　
平成十五年（二〇〇三）十一月
　『関東俳諧叢書第二十五巻
　
江戸編③』
　
関東俳諧叢書刊行会・青
裳堂書店弘中孝
　　　　　　　　　　　　　
平成十六年（二〇〇四）二月
　『石に刻まれた芭蕉』
　
智書房
竹内千代子
　　　　　　　　　　　
平成十九年（二〇〇七）三月
　「玄化堂甫尺（書肆吉田九郎右衛門）の 活動　『国文学』第九十一号
　
関西大学国文学会
谷地快一
　　　　　　　　　　　　
平成十九年（二〇〇七）三月
　「芭蕉信仰のかたち―『諸国翁墳記』をめぐって―」　『東洋学研究
 別冊抜刷』
　
東洋大学
宮澤康造・本城靖監修
　　　　　　
平成二十年（二〇〇八）十一月
　『日本の文学碑
　
2　
近世の文人たち』
　
日外アソシエーツ
田坂英俊
　　　　　　　　　
平成二十六年（二〇一四）十月
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　『 『諸国翁墳記―翻刻と検討―』
　
慶照寺
相生市教育委員会・相生市文学碑設立協会　『文学碑案内』
　
相生市
愛知県立大学図書館貴重書コレクション
http://opac1.aichi-pu.ac.jp/kicho/
徳島県立文書館
http://w
w
w
.archiv.tokushim
a-ec.ed.jp/
大社町の曹洞宗の寺院
http://w
w
w
.goennet.ne.jp/~
hohri/soutou/index.htm
温泉ドライブのページ（旅のあれこれ）
http://m
em
bers.jcom
.hom
e.ne.jp/m
ichiko328/fujisaki.htm
l
国文学研究資料館
http://w
w
w
.nijl.ac.jp/
古典籍総合データベース
http://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/index.htm
l
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齊藤番号 田坂番号 碑名 建立年 丁数 備考１ 備考２ 備考３
００１ ００１ 本廟 1694 ３オ
００２ ００２ 笠塚 1694-00 ３ウ
００３ ００３ 仮名碑銘 1710 ４
００４ ００４ 屋土里塚 1735 ５オ
００５ ００５ 蓑塚 1713 ５オ
００６ ００６ 柳塚 1750 ５ウ
００７ ００７ 枯野塚 1773 ５ウ
００８ ００８ 小蓑塚 ５ウ
００９ ００９ 古池塚 1763 ５ウ
０１０ ０１０ 椎木塚 1743 ６オ
０１１ ０１１ 木葉塚 ６オ
０１２ ０１２ 尾花塚 1743 ６オ
０１３ ０１３ 時雨塚 1764 ６オ
０１４ ０１４ 御命講塚 ６ウ
０１５ ０１５ 茶木塚 ６ウ
０１６ ０１６ 枯野塚 ６ウ
０１７ ０１７ 結塚 ６ウ
０１８ ０１８ 無盡塚 1770 ７オ
０１９ ０１９ 柳塚 1743 ７オ
０２０ ０２０ 霜夜塚 1742 ７オ
０２１ ０２１ 雪見塚 1792 ７オ
０２２ ０２２ 一夜塚 1800 ７ウ
０２３ ０２３ 木枯塚 1761 ７ウ
０２４ ０２４ 鐘塚 1761 ７ウ
０２５ ０２５ 色紙塚 1730 ７ウ
０２６ ０２６ 櫻塚 ８オ
０２７ ０２７ 翁塚 ８オ
０２８ ０２８ 秋日塚 1755 ８オ
０２９ ０２９ 蓑塚 1827 ８オ
０３０ ０３０ 薄塚 1743 ８ウ
０３１ ０３１ 菊塚 1743 ８ウ
０３２ ０３２ 恋塚 1754 ８ウ
０３３ ０３３ 菖蒲塚 1756 ８ウ
０３４ ０３４ 蝉塚 1751 ９オ
０３５ ０３５ 光塚 1746 ９オ
０３６ ０３６ 櫻塚 1755 ９オ
０３７ ０３７ 月見塚 1748 ９オ
０３８ ０３８ 朝松塚 1747 ９ウ
０３９ ０３９ 月日塚 1743 ９ウ
０４０ ０４０ 田植塚 1719 ９ウ
０４１ ０４１ 時雨塚 1741 ９ウ
０４２ ０４２ 發句塚 1699? １０オ
０４３ ０４３ 雪見塚 1858 １０オ
０４４ ０４４ 旅寝塚 1751 １０オ
０４５ ０４５ 短冊塚 1742 １０オ
０４６ ０４６ 雪見塚 1756 １０ウ
０４７ ０４７ 時雨塚 1756 １０ウ
０４８ ０４８ 松葉塚 1743 １０ウ
０４９ ０４９ 陽炎塚 1743 １０ウ
０５０ ０５０ 千鳥塚 1729 １１オ
０５１ ０５１ 月塚 1743 １１オ
０５２ ０５２ 三日月塚 1743 １１オ
０５３ ０５３ 水鶏塚 1735 １１オ
０５４ ０５４ 二鳥塚 1744? １１ウ
０５５ ０５５ 落馬塚 1756 １１ウ
０５６ ０５６ 木槿塚 1754 １１ウ
表１：『諸国翁墳記』全記事一覧
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０５７ ０５７ 晝寝塚 １１ウ
０５８ ０５８ 旅寝塚 1743 １２オ
０５９ ０５９ 翁塚 1694 １２オ
０６０ ０６０ 扇塚 １２オ
０６１ ０６１ 蔦塚 1766 １２オ
０６２ ０６２ 蛙塚 １２ウ
０６３ ０６３ 蓑塚 1786 １２ウ
０６４ ０６４ 花見塚 1763 １２ウ
０６５ ０６５ 傳灯塚 1755 １２ウ
０６６ ０６６ 夢塚 1743 １３オ
０６７ ０６７ 五月雨塚 1750 １３オ
０６８ ０６８ 千鳥塚 1760 １３オ
０６９ ０６９ 文塚 1737 １３オ
０７０ ０７０ 翁塚 １３ウ
０７１ ０７１ 翁塚 1793 １３ウ
０７２ ０７２ 夢塚 1757 １３ウ
０７３ ０７３ 蔦の葉塚 1763 １３ウ １３丁本（田坂版１）
０７４ ０７４ 櫻塚 １４オ
０７５ ０７５ 廻塚 1763 １４オ
０７６ ０７６ 翁塚 1780 １４オ
０７７ ０７７ 文塚 １４オ
０７８ ０７８ 若葉塚 1762 １４ウ
０７９ ０７９ 雪見塚 1763 １４ウ
０８０ ０８０ 柳塚 1749 １４ウ
０８１ ０８１ 小貝塚 1765 １４ウ 田坂版２
０８２ ０８２ 有磯塚 1764 １５オ
０８３ ０８３ 砂見塚 1765 １５オ 二十五箇條
０８４ ０８４ 花塚 1777 １５オ
０８５ ０８５ さくら塚 1766 １５オ
０８６ ０８６ 瀧塚 １５ウ
０８７ ０８７ 一聲塚 1767 １５ウ
０８８ ０８８ 千鳥塚 1767 １５ウ
０８９ ０８９ 有磯塚 1764 １６オ
０９０ ０９０ 御法塚 １６オ
０９１ ０９１ 蛸壺塚 1766 １６オ
０９２ ０９２ 反古塚 １６オ
０９３ ０９３ 芭蕉塚 1753 １６オ
０９４ ０９４ 枕塚 1768 １６ウ
０９５ ０９５ 雲雀塚 1770 １６ウ
０９６ ０９６ 木賊塚 １６ウ
０９７ ０９７ 花入塚 1770 １６ウ １６丁本
０９８ ０９８ 温泉塚 1771 １７オ
０９９ ０９９ 蓑塚 １７オ
１００ １００ 雲雀塚 1699? １７オ 田坂版３
１０１ １０１ かんこ鳥塚 1815 １７オ
１０２ １０２ 弥生塚 1774 １７ウ
１０３ １０３ 旭塚 １７ウ
１０４ １０４ 翁石塚 １７ウ
１０５ １０５ 一ッ葉塚 1773 １７ウ
１０６ １０６ 島塚 1771 １８オ
１０７ １０７ 古池塚 1774 １８オ
１０８ １０８ 山吹塚 1773 １８オ
１０９ １０９ 木槿塚 1768 １８オ
１１０ １１０ 紅梅塚 1769 １８ウ
１１１ １１１ 月見塚 1772 １８ウ
１１２ １１２ 百景塚 1817 １８ウ
１１３ １１３ 花見塚 1775 １８ウ
１１４ １１４ 旅寝塚 1774 １９オ 田坂版４
１１５ １１５ 十六夜塚 1774 １９オ
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１１６ １１６ 白根塚 1775 １９オ
１１７ １１７ 月影塚 1775 １９オ
１１８ １１８ 山里塚 1779 １９ウ
１１９ １１９ 五月塚 1856 １９ウ
１２０ １２０ 鏡塚 1773 １９ウ
１２１ １２１ 寝覚塚 １９ウ
１２２ １２２ 梅見塚 1931 ２０オ
１２３ １２３ 香塚 ２０オ
１２４ １２４ 木槿塚 1781 ２０オ
１２５ １２５ 籠口塚 1772-81 ２０オ
１２６ １２６ 月見塚 1772 ２０ウ
１２７ １２７ 梅花塚 ２０ウ
１２８ １２８ 菫塚 ２０ウ 写本 写本
１２９ １２９ 古池塚 1827 ２０ウ 田坂版５
１３０ １３０ 五月雨塚 1777 ２１オ
１３１ １３１ 木槿塚 1780 ２１オ
１３２ １３２ 里塚 1780 ２１オ
１３３ １３３ 文月塚 1781 ２１オ 田坂版６
１３４ １３４ 鏡塚 ２１ウ
１３５ １３５ 秋風塚 ２１ウ
１３６ １３６ 弥生塚 1743 ２１ウ
１３７ １３７ 月塚 1758 ２１ウ 田坂版７
１３８ １３８ 古池塚 1779 ２２オ
１３９ １３９ 櫻塚 1774 ２２オ
１４０ １４０ 翁塚 ２２オ
１４１ １４１ 四考塚 1779 ２２オ 田坂版８
１４２ １４２ 一浦塚 ２２ウ
１４３ １４３ 穂麦塚 1778 ２２ウ
１４４ １４４ 艸鞋塚 1782 ２２ウ
１４５ １４５ 旅寝塚 1780? ２２ウ 早稲田Ａ
１４６ １４６ 日陰塚 1783 ２３オ
１４７ １４７ 月花塚 1786 ２３オ
１４８ １４８ 蛙塚 1793 ２３オ
１４９ １４９ 風薫塚 1793? ２３オ
１５０ １５０ 稲妻塚 ２３ウ
１５１ １５１ 晩鐘塚 1782 ２３ウ
１５２ １５２ 梅が香塚 1797 ２４オ
１５３ １５３ 碑名なし 1785 ２４オ
１５４ １５４ 菫塚 1773 ２４オ
１５５ １５５ 猿蓑塚 1788 ２４オ
１５６ １５６ 月夜塚 1847 ２４ウ
１５７ １５７ 蛙塚 1791 ２４ウ 田坂版９
１５８ １５８ 碑名なし 1790 ２４ウ
１５９ １５９ 扇塚 1789 ２４ウ
１６０ １６０ 碑名なし 1861 ２５オ
１６１ １６１ 碑名なし 1788 ２５オ 田坂版１０
１６２ １６２ 落葉塚 1791 ２５オ ２５丁本（田坂版１１）
１６３ １６３ 翁塚 1789-00? ２５オ
１６４ １６４ 玉川塚 ２５ウ
１６５ １６５ 月夜塚 1791 ２５ウ
１６６ １６６ 鴰塚 1791 ２５ウ
１６７ １６７ 衣塚 1790 ２５ウ
１６８ １６８ 臼塚 ２６オ
１６９ １６９ 菊塚 1793 ２６オ
１７０ １７０ 翁塚 1793 ２６オ
１７１ １７１ 三物塚 ２６オ
１７２ １７２ 鵆塚 1790 ２６ウ
１７３ １７３ 梅月塚 1792 ２６ウ 田坂版１２
１７４ １７４ 月塚 1793 ２６ウ
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１７５ １７５ 花塚 1793 ２６ウ
１７６ １７６ 碑名なし 1789 ２７オ
１７７ １７７ 蓑塚 1794 ２７オ
１７８ １７８ 行春塚 1773 ２７ウ
１７９ １７９ 陰徳塚 ２７ウ
１８０ １８０ 小簑塚 1793 ２７ウ
１８１ １８１ 翁塚 1793 ２７ウ
１８２ １８２ 翁塚 1793 ２８オ
１８３ １８３ 翁塚 1789 ２８オ
１８４ １８４ 附句塚 1793 ２８オ
１８５ １８５ 時鳥塚 ２８ウ
１８６ １８６ 女木塚 ２８ウ
１８７ １８７ 小簑塚 1793 ２８ウ
１８８ １８８ 芭蕉塚 1793 ２８ウ 早稲田Ｂ
１８９ １８９ 月見塚 1783 ２９オ
１９０ １９０ 梅塚 ２９オ
１９１ １９１ 碑名なし 1793 ２９オ
１９２ １９２ 碑名なし 1792 ２９オ 田坂版１３
１９３ １９３ 鳥塚 ２９ウ
１９４ １９４ 櫻塚 1796 ２９ウ
１９５ １９５ 冬菜塚 ２９ウ
１９６ １９６ 亀水塚 1793 ２９ウ
１９７ １９７ 古池塚 ３０オ 田坂版１４
１９８ １９８ 雪塚 1816 ３０オ
１９９ １９９ 一ッ葉塚 1795 ３０オ
２００ ２００ 郭公塚 1797 ３０オ
２０１ ２０１ 駒塚 1775 ３０ウ ３０丁本
２０２ ２０２ 蓬莱塚 1800 ３０ウ
２０３ ２０３ 梅塚 1793 ３０ウ
２０４ ２０４ 赤日塚 ３０ウ
２０５ ２０５ 百年塚 1793 ３１オ 田坂版１５
２０６ ２０６ 月見塚 ３１オ
２０７ ２０７ 簑塚 1796 ３１オ
２０８ ２０８ 凩塚 1800 ３１オ
２０９ ２０９ 花塚 1798 ３１ウ
２１０ ２１０ 朝㒵塚 1797 ３１ウ
２１１ ２１１ 荒海塚 1798 ３１ウ
２１２ ２１２ 雲雀塚 1780 ３１ウ
２１３ ２１３ 雲雀塚 1795 ３２オ
２１４ ２１４ 誰彼塚 1793 ３２オ
２１５ ２１５ 薫風塚 1799 ３２オ
２１６ ２１６ 雪見塚 1793 ３２オ
２１７ ２１７ 薫風塚 1797 ３２ウ 田坂版１６
２１８ ２１８ 十六宵塚 1788 ３２ウ
２１９ ２１９ 芭蕉翁 ３２ウ
２２０ ２２０ 三日月塚 1802 ３３オ
２２１ ２２１ 名月塚 1793 ３３オ
２２２ ２２２ 潮塚 1798 ３３オ
２２３ ２２３ 藤實塚 1799 ３３オ
２２４ ２２４ 納涼塚 1796 ３３ウ ３３丁本（田坂版１７）
２２５ ２２５ 日陰塚 1800 ３３ウ
２２６ ２２６ 翁梅塚 1793 ３３ウ 田坂版１８
２２７ ２２７ 露萩塚 ３３ウ
２２８ ２２８ 萩塚 1802 ３４オ
２２９ ２２９ 碑名なし 1801 ３４オ
２３０ ２３０ 衣塚 ３４オ
２３１ ２３１ 碑名なし 1802 ３４オ
２３２ ２３２ 櫻塚 1789-00 ３４ウ
２３３ ２３３ 俳祖墳 ３４ウ
─ 78 ─
２３４ ２３４ 池月塚 1803 ３５オ
２３５ ２３５ 師走塚 1804 ３５オ
２３６ ２３６ 御堂塚 1795 ３５オ
２３７ ２３７ 胡蝶塚 1793 ３５オ
２３８ ２３８ 御命講塚 1804 ３５ウ
２３９ ２３９ 十六夜塚 1805 ３５ウ
２４０ ２４０ 柳塚 ３５ウ
２４１ ２４１ 花鳥塚 1804 ３５ウ
２４２ ２４２ 曙塚 1806 ３６オ
２４３ ２４３ 田植塚 1803 ３６オ
２４４ ２４４ 名月塚 1797 ３６オ
２４５ ２４５ 古池塚 1806 ３６オ
２４６ ２４６ 菫塚 1796 ３６ウ 田坂版１９
２４７ ２４７ 時雨塚 1810 ３６ウ
２４８ ２４８ 田植塚 1807 ３６ウ
２４９ ２４９ 花塚 1806 ３６ウ
２５０ ２５０ 萩塚 1807 ３７オ 田坂版２０
２５１ ２５１ 花雲塚 1810 ３７ウ
２５２ ２５２ 碑名なし 1810 ３７ウ
２５３ ２５３ 造り木塚 1809 ３７ウ 田坂版２１
２５４ ２５４ 時雨塚 ３７ウ
２５５ ２５５ 萩塚 1790 ３８オ 田坂版２２
２５６ ２５６ 蝉塚 1813 ３８オ
２５７ ２５７ 碑名なし 1813 ３８オ
２５８ ２５８ 子規塚 ３８オ
２５９ ２５９ 稲妻塚 1812 ３８ウ
２６０ ２６０ 梅香塚 1812 ３８ウ 田坂版２３
２６１ ２６１ 翁塚 1815 ３８ウ
２６２ ２６２ 月塚 1817 ３９オ
２６３ ２６３ 月塚 1820 ３９オ
２６４ ２６４ 花塚 1816 ３９オ
２６５ ２６５ 碑名なし 1770 ３９オ 田坂版２４
２６６ ２６６ 松杉塚 ３９ウ
２６７ ２６７ はせを墳 ３９ウ
２６８ ２６８ 杜若塚 1814 ３９ウ
２６９ ２６９ 笠塚 ３９ウ
２７０ ２７０ 秋風塚 1817 ４０オ
２７１ ２７１ 若葉塚 1821 ４０オ
２７２ ２７２ 笠塚 1772 ４０オ 田坂版２５
２７３ ２７３ はせを塚 1823 ４０オ
２７４ ２７４ 旅人塚 1823 ４０ウ
２７５ ２７５ はせを塚 1823 ４０ウ
２７６ ２７６ 月見塚 1823 ４０ウ
２７７ ２７７ はせを塚 ４０ウ
２７８ ２７８ 翁塚 1822 ４１オ
２７９ ２７９ 翁塚 1818-29 ４１オ
２８０ ２８０ 翁塚 1823 ４１オ
２８１ ２８１ 翁塚 1824 ４１ウ
２８２ ２８２ 翁塚 1970 ４１ウ
２８３ ２８３ はせを塚 1835 ４１ウ 田坂版２６
２８４ ２８４ 翁塚 1825 ４１ウ
２８５ ２８５ 糸天塚 ４２オ 田坂版２７
２８６ ２８６ 蓑塚 ４２オ 田坂版２８
２８７ ２８７ 時雨塚 1823 ４２オ
２８８ ２８８ 三聖塚 1735 ４２オ
２８９ ２８９ 杦間塚 1826 ４２ウ
２９０ ２９０ 翁塚 1829 ４２ウ
２９１ ２９１ 翁塚 1829 ４２ウ 田坂版２９
２９２ ２９２ 翁塚 1829 ４２ウ
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２９３ ２９３ 碑名なし 1830 ４３オ
２９４ ２９４ 碑名なし 1818 ４３オ
２９５ ２９５ 碑名なし 1843 ４３オ
２９６ ２９６ 碑名なし 1817 ４３オ
２９７ ２９７ 翁塚 ４３ウ 田坂版３０
２９８ ２９８ 木槿塚 1829 ４３ウ
２９９ ２９９ 雲雀塚 1813 ４３ウ
３００ ３００ 小田塚 1829 ４３ウ
３０１ ３０１ 芭蕉翁靈塚 1793 ４４オ
３０２ ３０２ 梅林塚 ４４オ 田坂版３１
３０３ ３０３ 翁塚 1834 ４４オ
３０４ ３０４ 碑名なし 1834 ４４ウ
３０５ ３０５ 翁塚 1821 ４５オ
３０６ ３０６ 翁塚 1839 ４５オ
３０７ ３０７ 碑名なし 1820 ４５オ
３０８ ３０８ 碑名なし 1839 ４５ウ
３０９ ３０９ 翁塚 1810 ４６オ
３１０ ３１０ 碑名なし 1836 ４６オ
３１１ ３１１ 碑名なし ４６オ
３１２ ３１２ 碑名なし 1841 ４６オ
３１３ ３１３ 潮塚 1839 ４６ウ
３１４ ３１４ 蝉塚 1841 ４６ウ
３１５ ３１５ 経塚 1843 ４６ウ
３１６ ３１６ 芭蕉遠忌塚 1843 ４６ウ
９１０ ３１７ 碑名なし 1815 ＥＸ２オ
９１１ ３１８ 碑名なし ＥＸ２ウ
９１２ ３１９ 時雨塚 ＥＸ２ウ
９１３ ３２０ 白菊墳 1843 ＥＸ２ウ 田坂版３２
９１４ ３２１ 翁碑 1839 ＥＸ２ウ 早稲田Ｃ ＋９００、９０１
３１７ ３２２ 正風宗師碑 1842 ４８オ
３１８ ３２３ 清水塚 1843 ４８オ
３１９ ３２４ 翁塚 1841 ４８オ 田坂版３３
３２０ ３２５ 碑名なし 1843 ４８オ
３２１ ３２６ 碑名なし 1843 ４８ウ
３２２ ３２７ 碑名なし 1843 ４８ウ
３２３ ３２８ 碑名なし 1829 ４９オ
３２４ ３２９ 月見塚 ４９オ
３２５ ３３０ 碑名なし ４９オ
３２６ ３３１ 月川塚 1824 ４９オ
３２７ ３３２ 扇塚 1853 ４９ウ
３２８ ３３３ 翁塚 1843 ４９ウ
３２９ ３３４ 懐帋塚 ４９ウ
３３０ ３３５ 榎木塚 1842 ４９ウ
３３１ ３３６ さくら塚 1843 ５０オ
３３２ ３３７ 翁塚 ５０オ
３３３ ３３８ 月夜塚 1843 ５０オ
３３４ ３３９ 芭蕉墳 1843 ５０オ
３３５ ３４０ 碑名なし 1843 ５０ウ 田坂版３４
３３６ ３４１ 秋風塚 1840 ５１オ （３５９）
３３７ ３４２ ふる池塚 1845 ５１オ
３３８ ３４３ 三日月塚 1847 ５１オ
３３９ ３４４ 風流塚 1829 ５１オ
３４０ ３４５ 翁塚 1840 ５１ウ
３４１ ３４６ 柳塚 1847 ５１ウ
３４２ ３４７ 翁塚 1840 ５１ウ
３４３ ３４８ 芭蕉塚 1845 ５１ウ
３４４ ３４９ 翁塚 1848-53 ５２オ
３４５ ３５０ 名月塚 1843 ５２オ
３４６ ３５１ 栗花塚 1843 ５２オ
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３４７ ３５２ 碑名なし ５２オ
３４８ ３５３ 碑名なし 1858 ５２ウ
３４９ ３５４ 夕晴塚 ５２ウ
３５０ ３５５ はせを墳 1847 ５２ウ 田坂版３５ ＋９００
３５１ ３５６ 碑名なし 1867 ５２ウ 田坂版３６ ＋９００
３５２ ３５７ 碑名なし 1849 ５３オ
３５３ ３５８ 櫻塚 ５３オ
３５４ ３５９ 百とせ塚 1807 ５３オ
３５５ ３６０ はら塚 1847 ５３ウ
３５６ ３６１ 翁塚 1841 ５３ウ
３５７ ３６２ 鶏頭墳 1850 ５３ウ
３５８ ３６３ 翁塚 1850 ５３ウ
３５９ ３６４ 碑名なし 1840 ５４オ （３３６） ５５丁本Ａ（田坂版３７） ＋９００
３６０ ３６５ 清水井 1851 ５４オ ５５丁本Ｂ（田坂版３８） ＋９００
３６１ ３６６ 翁塚 ５４オ
３６２ ３６７ 鬼駒塚 1852 ５４ウ ５５丁本Ｃ ＋９００
３６３ ３６８ 秌風塚 1852 ５４ウ
３６４ ３６９ 碑名なし 1851 ５４ウ
３６５ ３７０ 碑名なし 1850 ５５オ
３６６ ３７１ 雲萑塚 1860 ５５ウ
番外 ３７２ 花本大明神観請 ５５ウ 宣伝文 田坂版３９ ＋９００
３６７ ３７３ 月見塚 1853 ５５ウ
３６８ ３７４ 月塚 ５５ウ
３６９ ３７５ 翁塚 1847 ５６オ
３７０ ３７６ 翁塚 1772 ５６オ
３７１ ３７７ 田植塚 1873 ５６オ
３７２ ３７８ 芭蕉塚 1843 ５６オ
３７３ ３７９ 翁塚 1840 ５６ウ ５６丁本（田坂版４０） ＋９００、９０１
３７４ ３８０ 右中将藤實愛卿御筆 1843 ５６ウ
３７５ ３８１ 碑名なし 1843 ５６ウ
３７６ ３８２ 碑名なし 1860 ５７オ
３７７ ３８３ 碑名なし 1856 ５７ウ
３７８ ３８４ 碑名なし ５７ウ
３７９ ３８５ 碑名なし 1858 ５７ウ ５８丁本Ａ・５８丁本Ｂ（田坂版４１）※１・田坂版４２※２ ※１＋９００、９０１　※２＋９００、９０１、３９０
３８０ ３８６ はせを塚 1859 ５８オ （３９１）
３８１ ３８７ はせを塚 1844 ５８オ
３８２ ３８８ 碑名なし 1852 ５８オ
３８３ ３８９ 行春塚 1856 ５８ウ
３８４ ３９０ 梅か香塚 1855 ５８ウ 田坂版４３ ＋９００、９０１
３８５ ３９１ 鉄碑翁塚 1831 ５８ウ
３８６ ３９２ 二見塚 1858 ５９オ
３８７ ３９３ 碑名なし 1858 ５９ウ 田坂版４４ ＋９００、９０１、３９６、３９７
３８８ ３９４ 翁碑 ５９ウ
３８９ ３９５ 正風流花塚 1856 ５９ウ 田坂版４５ ＋９００、９０１、３９８
３９０ ３９６ 芭蕉塚 1869 ６０オ
３９１ ３９７ 翁塚 1859 ６０オ （３８０）
３９２ ３９８ 芭蕉塚 ６０オ
３９３ ３９９ 翁塚 ６０オ
３９４ ４００ 芭蕉塚 1862 ６０ウ
３９５ ４０１ 曙塚 1859 ６０ウ
３９６ ４０２ 夕晴塚 1857 ６０ウ
３９７ ４０３ 大井塚 1856 ６０ウ
３９８ ４０４ 翁塚 1861 ６１オ 田坂版４６ ＋９００、９０１
３９９ ４０５ 碑名なし ６１オ
４００ ４０６ 櫻塚 1864 ６１ウ 田坂版４７ ＋９００、９０１
４０１ ４０７ 碑名なし 1807 ６１ウ ６２丁本Ｂ（田坂版４８） ＋９００、９０１
９００ ４０８ 蓬莱塚 1843 ＥＸ１オ
９０１ ４０９ 碑名なし 1822 ＥＸ１ウ ６２丁本Ａ（田坂版４９）
４０２ ４１０ 翁塚 ６３オ ６２丁本Ｃ（田坂版５０）
『諸国翁墳記』研究
─ 81 ─
４１１ 月夜塚 ６３オ
４１２ 稲妻塚 ６３オ
４１３ 碑名なし ６３オ
４１４ 陣鼓塚 1861 ６３ウ 田坂版５１
４１５ 翁塚 1864 ６３ウ
４１６ 荒川塚 1867 ６３ウ
４１７ 花鳥塚 ６４オ
４１８ 碑名なし 1870 ６４オ
４１９ 秋風塚 1862 ６４オ
４２０ 翁塚 ６４ウ
４２１ 翁塚 ６４ウ
４２２ 碑名なし 1873 ６５オ 田坂版５２
なお、この表における碑の建立年には、本論文における内容を反映していない。
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書名（齊藤による） 最末碑 通し番号 建立年 田坂氏の類推本研究での結果
１３丁本（田坂版０１） 蔦の葉塚 ０７３ 1763 宝暦頃
田坂版２ 小貝塚 ０８１ 1765 明和頃
二十五箇条 砂見塚 ０８３ 1765
１６丁本 花入塚 ０９７ 1770
田坂版３ 雲雀塚 １００ 1699 安永頃
田坂版４ 旅寝塚 １１４ 1774 天明頃
写本 菫塚 １２８ 不明
田坂版５ 古池塚 １２９ 1827 天明頃
田坂版６ 文月塚 １３３ 1781 天明頃
田坂版７ 弥生塚 １３６ 1743 天明頃
田坂版８ 四考塚 １４１ 1779 天明頃
早稲田Ａ 旅寝塚 １４５ 1780?
田坂版９ 蛙塚 １５７ 1791 寛政頃
田坂版１０ 碑名なし １６１ 1788 寛政頃
２５丁本（田坂版１１） 落葉塚 １６２ 1791 寛政頃
田坂版１２ 梅月塚 １７３ 1792 寛政頃
早稲田Ｂ 芭蕉塚 １８８ 1793
田坂版１３ 碑名なし １９２ 1792 寛政頃
田坂版１４ 古池塚 １９７ 不明 寛政頃
３０丁本 駒塚 ２０１ 1775
田坂版１５ 百年塚 ２０５ 1793 寛政頃
田坂版１６ 薫風塚 ２１７ 1797 寛政頃
３３丁本（田坂版１７） 納涼塚 ２２４ 1796 享和頃
田坂版１８ 翁梅塚 ２２６ 1793 享和頃
田坂版１９ 菫塚 ２４６ 1796 文化頃
田坂版２０ 萩塚 ２５０ 1807 文化頃
田坂版２１ 造り木塚 ２５３ 1809 文化頃
田坂版２２ 萩塚 ２５５ 1790 文化頃
田坂版２３ 梅香塚 ２６０ 1812 文化頃
田坂版２４ 碑名なし ２６５ 1770 文化頃
田坂版２５ 笠塚 ２７２ 1772 文政頃
田坂版２６ はせを塚 ２８３ 1835 文政九年 文政九年
田坂版２７ 糸天塚 ２８５ 不明 文政頃
田坂版２８ 蓑塚 ２８６ 不明 文政頃
田坂版２９ 翁塚 ２９１ 1829 文政頃
田坂版３０ 翁塚 ２９７ 不明 文政頃
田坂版３１ 梅林塚 ３０２ 不明 天保五年 天保五年
田坂版３２ 白菊墳 ９１３ 1843 天保頃
田坂版３３ 翁塚 ３１９ 1841 天保頃
田坂版３４ 碑名なし ３３５ 1843 天保頃
田坂版３５ はせを墳 ３５０ 1847 弘化頃
田坂版３６ 碑名なし ３５１ 1867 弘化頃
５５丁本Ａ（田坂版３７） 碑名なし ３５９ 1840 嘉永頃
５５丁本Ｂ（田坂版３８） 清水井 ３６０ 1851 嘉永頃
５５丁本Ｃ 鬼駒塚 ３６２ 1852
田坂版３９ 花本大明神観請 番外 不明 嘉永頃
５６丁本（田坂版４０） 翁塚 ３７３ 1840 安政頃
５８丁本Ａ 碑名なし ３７９ 1858
５８丁本Ｂ（田坂版４１） 碑名なし ３７９ 1858 安政頃
田坂版４２ 碑名なし ３７９ 1858 安政頃
田坂版４３ 梅か香塚 ３８４ 1855 安政頃
田坂版４４ 碑名なし ３８７ 1858 安政頃
田坂版４５ 正風流花塚 ３８９ 1856 安政頃
田坂版４６ 翁塚 ３９８ 1861 文久頃
田坂版４７ 櫻塚 ４００ 1864 文久頃
６２丁本Ｂ（田坂版４８） 碑名なし ４０１ 1807 文久頃
６２丁本Ａ（田坂版４９） 碑名なし ９０１ 1822 文久頃
６２丁本Ｃ（田坂版５０） 翁塚 ４０２ 不明 元治頃
田坂版５１ 陣鼓塚 ４１４※２ 1861 慶応頃
田坂版５２ 碑名なし ４２２※２ 1873 明治頃
※２田坂番号
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囲
表２：諸本の最終碑・出版年代
万永～文久頃
元治～慶応頃
慶応～明治頃
享和～文化頃
1800年以降
文化～文政頃
文政九年
～天保五年
天保～嘉永頃
安政頃
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The study of “Shokoku Okinazuka-Ki” ： 
About their publishing age
SAITO, Ryo
“ShokokuOkinazuka-Ki”（infollowingsentences,Iwriteitto“SOK”）arethelistsofBasho
bohiorkuhi.Bohimeansatombstone,kuhimeansastonetabletinscribedwithahaiku.I
have14SOKdates,andIanalogizedthesepublicationyearsbyresearchoftheircontents.
Lastyear,EisyunTasakapublished thebookwhich include 52SOKdates andhis
researchresults.ButIrealizedthathisconclusionofpublicationyearsisincontradiction
with contents of SOKs. By looking finely content, I succeeded in eliminating the
contradiction（howeverexceptforsome）.
